
国
際
政
治
に
お
け
る
協
調
関
係
の
創
発
と
維
持
に
関
す
る

ゲ
ー
ム
論
を
用
い
た
考
察

│
│
小
集
団
に
お
け
る
模
擬
実
験
と
政
策
分
析
へ
の
応
用
可
能
性
│
│

大

澤

淳

一

は
じ
め
に
‥
問
題
の
所
在

1

国
際
政
治
理
論
と
ア
ナ
ロ
ジ
ー
、
不
可
到
達
性

2

実
験
不
可
能
性
・
非
線
形
性
と
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル

二

理
論
的
背
景
と
分
析
枠
組
み

1

囚
人
の
ジ
レ
ン
マ
・
ゲ
ー
ム
と
均
衡
点

2

有
限
回
繰
り
返
し
ゲ
ー
ム
と
均
衡
点

3

無
限
回
繰
り
返
し
ゲ
ー
ム
と
協
調
関
係
の
出
現

4

国
際
政
治
理
論
に
お
け
る
ネ
オ
・
ネ
オ
論
争
と
囚
人
の
ジ
レ
ン

マ
・
ゲ
ー
ム

三

小
集
団
（
模
擬
実
験
）
レ
ベ
ル
に
お
け
る
協
調
の
創
発
の
分
析

1

ゲ
ー
ム
の
設
計
と
ル
ー
ル

2

模
擬
実
験

3

模
擬
実
験
結
果

四

考
察
お
よ
び
今
後
の
課
題
‥
政
策
分
析
へ
の
応
用
の
可
能
性

1

政
策
と
理
論
の
間
か
ら

2

北
朝
鮮
の
核
開
発
と
危
機
、
そ
の
収
束

3

ゲ
ー
ム
論
に
よ
る
分
析
と
協
調
関
係
安
定
の
た
め
の
イ
ン
プ
リ
ケ

ー
シ
ョ
ン

4

お
わ
り
に

（
補
論
）
北
朝
鮮
の
核
開
発
と
地
震
規
模
か
ら
の
核
実
験
規
模
推
計
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一

は
じ
め
に
‥
問
題
の
所
在

1

国
際
政
治
理
論
と
ア
ナ
ロ
ジ
ー
、
不
可
到
達
性

国
際
政
治
理
論
は
、
様
々
な

ア
ナ
ロ
ジ
ー

を
取
り
入
れ
な
が
ら
発
展
し
て
き
た
学
問
分
野
で
あ
る
。

ア
ナ
ロ
ジ
ー

に
よ

っ
て
、
ア
メ
リ
カ
や
中
国
と
い
う
国
を
、
あ
た
か
も

個
人

で
あ
る
か
の
よ
う
に
考
え
、
合
理
的
な
意
思
決
定
を
行
う
行
為
体
で

あ
る
か
の
よ
う
に
見
な
す
。
こ
れ
は
、

国
家

が

個
人

と
同
じ
よ
う
に
合
理
的
な
意
思
決
定
を
す
る
ア
ク
タ
ー
で
あ
る
、
と

伝
統
的
に
国
際
政
治
理
論
が
考
え
て
き
た
こ
と
に
よ
る
。
本
来
、
ア
メ
リ
カ
は
多
様
な
意
思
決
定
の
団
体
や
プ
ロ
セ
ス
を
持
っ
て
い

る
の
に
、
国
際
関
係
を
説
明
す
る
と
き
に
は
こ
の
よ
う
な
見
方
を
す
る
の
で
あ
る
。

国
際
政
治
を
理
解
す
る
見
方
に
は
様
々
な
系
譜
が
存
在
し
、
リ
ア
リ
ズ
ム
は
そ
の
中
で
最
も
有
力
な
見
方
の
体
系
で
あ
る
。
リ
ア

リ
ズ
ム
の
特
徴
は
、
①
国
際
政
治
の
主
た
る
行
為
者
（
ア
ク
タ
ー
）
は
国
家
、
②
国
家
は
単
一
の
ア
ク
タ
ー
と
し
て
合
理
的
に
行
動

す
る
、
③
国
家
の
行
動
原
理
は

パ
ワ
ー
=
国
益

の
追
求
、
④
国
家
の
生
存
に
関
わ
る
安
全
保
障
が
国
際
政
治
に
お
け
る
第
一
義

的
問
題
で
あ
る
、
と
い
う
四
つ
の
要
素
で
あ
る
。

一
九
四
八
年
初
版
の

で
リ
ア
リ
ズ
ム
を
洗
練
さ
れ
た
概
念
と
し
て
提
示
し
た
モ
ー
ゲ
ン
ソ
ー
は
、

国
家
を

人
間
性

の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
で
分
析
す
る
こ
と
を
提
唱
し
、
行
為
者
と
し
て
の
合
理
的
な
国
家
、

パ
ワ
ー
=
国
益

の
追

求
、
勢
力
均
衡
に
よ
る
国
際
政
治
の
安
定
、
と
い
っ
た
概
念
で
国
際
政
治
を
分
析
し
た
。
モ
ー
ゲ
ン
ソ
ー
に
代
表
さ
れ
る
、
国
際
政

治
を
合
理
的
な
国
家
の
行
為
と
し
て
解
釈
す
る
現
実
主
義
の
考
え
方
は
、

ア
ナ
ロ
ジ
ー

に
よ
っ
て
国
際
政
治
を
説
明
す
る
国
際

政
治
理
論
の
典
型
的
な
形
で
あ
る
。

国
際
政
治
理
論
が
こ
の
よ
う
な

ア
ナ
ロ
ジ
ー

を
使
っ
て
事
象
を
説
明
す
る
の
に
は
次
の
よ
う
な
理
由
が
あ
る
。
多
く
の
自
然

科
学
で
は
、
対
象
が
不
可
到
達
・
不
可
観
測
で
あ
る
た
め
、
理
解
し
説
明
す
る
た
め
に
は
、
姿
や
仕
組
み
を
想
像
し
て
描
出
す
る
し
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か
方
法
が
な
い
。
そ
の
姿
や
仕
組
み
が

理
論

で
あ
り
、
そ
れ
を
も
と
に
し
た
説
明
を
実
際
の
事
象
に
当
て
は
め
て
、
そ
の

理

論

の
正
統
性
を
検
証
す
る
論
理
実
証
主
義
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用
し
て
い
る
。
ま
さ
に
、
国
際
政
治
も
こ
れ
と
同
じ
で
、
研
究
者
が

直
接

国
家

に
触
れ
た
り
、
観
測
し
た
り
、
操
作
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
研
究
者
が
観
察
で
き
る
の
は
、
物
理
学
と
同
様
に
運

動
の
結
果
と
し
て
起
こ
る
こ
と
、
例
え
ば
軍
隊
の
派
遣
・
条
約
の
締
結
・
制
裁
措
置
の
発
動
等
で
あ
る
。
そ
れ
が
故
に
、
伝
統
的
に

国
際
政
治
理
論
は
、
こ
の
よ
う
な
論
理
実
証
主
義
の
学
問
的
方
法
を
採
用
し
て
き
た
。
国
際
関
係
の
対
象
も
ま
た
こ
の
よ
う
に
不
可

到
達
で
あ
る
た
め
、
合
理
的
な
説
明
を
す
る
た
め
に
、

ア
ナ
ロ
ジ
ー

を
用
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

2

実
験
不
可
能
性
・
非
線
形
性
と
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル

し
か
し
、
国
際
社
会
の
動
き
と
い
う

マ
ク
ロ

の
現
象
の
説
明
と
予
測
に
、

ミ
ク
ロ

の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
を
用
い
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
こ
ろ
に
、
経
済
学
と
同
様
に

合
成
の
誤
謬

を
犯
す
危
険
を
国
際
政
治
理
論
は
内
包
し
て
い
る
。

本
来
、
理
論
に
よ
る
分
析
を
実
証
す
る
た
め
に
、
追
実
験
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
国
際
政
治
を
含
む
社
会
科
学
で
は

実
験
が
で
き
な
い
と
言
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、

原
則
的
に
工
学
実
験
は
や
り
直
し
が
き
く
。
（
中
略
）
社
会
実
験
は
そ
う
簡
単
に
繰
り

返
せ
な
い
。
そ
れ
は
、
我
々
の
相
手
と
す
る
対
象
は
か
け
が
え
の
な
い
も
の
だ
か
ら
だ
。
（
中
略
）
一
般
に
は
社
会
と
か
人
間
に
対

し
て
繰
り
返
し
実
験
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

と
い
う
問
題
を
そ
も
そ
も
社
会
科
学
が
も
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
国
際
政
治
を
含
む
社
会
科
学
の
分
析
対
象
が
、
物
理
学
の
よ
う
な
線
形
関
係
で
な
い
点
も
、
問
題
を
複
雑
に
し
て
い
る
。

ガ
ブ
リ
エ
ル
・
ア
ー
モ
ン
ド
は
、

雲
と
時
計
と
政
治
学

（
一
九
七
七
）
と
題
さ
れ
た
論
文
の
中
で
、
自
然
科
学
の
決
定
論
的
手
法

に
偏
重
し
つ
つ
あ
る
政
治
学
研
究
の
潮
流
を
批
判
し
た
。
ア
ー
モ
ン
ド
は
、
カ
ー
ル
・
ポ
ッ
パ
ー
の

雲
と
時
計

論
文
を
引
用
し
、

機
械
時
計
の
よ
う
な
決
定
論
の
世
界
と
雲
の
よ
う
な
偶
然
に
よ
る
物
理
的
非
決
定
論
の
世
界
の
間
に
、
物
理
的
な
世
界
や
行
動
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
人
間
の
思
想
や
精
神
活
動
が
あ
る
と
ポ
ッ
パ
ー
が
指
摘
し
た
こ
と
を
取
り
上
げ
、
政
治
学
の
決
定
論
的
手
法
へ
の
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依
拠
が
過
度
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
批
判
的
に
考
察
し
て
い
る
。
ア
ー
モ
ン
ド
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
国
際
政
治
理
論
を
含
む
社

会
科
学
が
対
象
と
し
て
い
る
世
界
は
、
機
械
時
計
の
よ
う
な
決
定
論
的
な
世
界
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
単
純
な
線
形
的
な
因
果
関

係
の
分
析
が
行
い
に
く
い
世
界
な
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
問
題
を
解
決
す
る
一
つ
の
手
法
が
、
近
年
登
場
し
て
き
て
い
る
。
政
策
科
学
に
お
け
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
で
あ
る
。
政
策
科
学
に
お
け
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
あ
る
現
実
社
会
の
状
況
を

擬
態

し
た
モ
デ
ル
を
作
成
し
、
そ
の

各
部
分
を
変
化
さ
せ
て
社
会
シ
ス
テ
ム
全
体
の
挙
動
を
観
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。
通
常
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
中
に
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
モ
デ
ル

）
を
作
成
し
、
変
数
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
で
繰
り
返
し
実
験
を
行
う
。
社
会
科
学
は
自
然
科
学
と
異
な
り
、
唯
一
無
二
の
社

会
を
相
手
に
し
て
い
る
た
め
繰
り
返
し
実
験
が
困
難
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
は
、
そ
の
よ
う
な
弱
点
を

補
う
有
用
な
分
析
手
法
で
あ
る
。

人
間
社
会
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
ト
す
る
試
み
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
発
達
と
共
に
進
化
し
て
お
り
、
一
九
六
〇
年
代
に
は
離
散
事
象
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
一
九
七
〇
年
代
は
シ
ス
テ
ム
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
（
世
界
モ
デ
ル
）、
一
九
八
〇
年
代
に
は
セ
ル
・
オ
ー
ト
マ
ン
モ

デ
ル
、
一
九
九
〇
年
代
に
は
マ
ル
チ
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
モ
デ
ル

）
が
考
え
出
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
の
発
達
に
伴
っ
て
、
ア
ー
モ
ン
ド
の
指
摘
す
る
雲
の
よ
う
な
非
線
形
シ
ス
テ
ム
の
再
現
が

容
易
に
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
従
来
の
社
会
科
学
で
主
流
で
あ
っ
た
、
変
数
間
に
線
形
の
関
係
性
（
独
立
変
数
│
従
属
変
数
）
が
あ

る
と
仮
定
し
た
研
究
に
疑
問
が
呈
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
非
線
形
シ
ス
テ
ム
で
は
、
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
（
行
為
者
）
に
ご
く
単
純

な
ル
ー
ル
を
与
え
て
シ
ミ
ュ
レ
ー
ト
し
た
場
合
で
も
、
全
体
と
し
て
の
振
る
舞
い
は
非
常
に
複
雑
に
な
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
非
線
形
シ
ス
テ
ム
の
包
括
的
な
研
究
が
複
雑
系
理
論
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
く
中
で
、
シ
ス
テ
ム
全
体
が
集
合
行
為

や
あ
る
種
の
パ
タ
ー
ン
を
生
み
出
す
よ
う
に
見
え
る

創
発
（em

er
g
e
n
ce

）

現
象
が
観
察
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
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国
際
政
治
に
お
い
て
も
、
国
家
間
の
同
盟
の
形
成
、
バ
ラ
ン
ス
・
オ
ブ
・
パ
ワ
ー
、
民
族
の
棲
み
分
け
、
社
会
規
範
の
形
成
等
の

研
究
が
複
雑
系
モ
デ
ル
を
用
い
て
行
わ
れ
て
お
り

）
、
現
在
で
は
研
究
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
を
形
成
し
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
国
際
政
治
理
論
の
大
き
な
論
点
で
あ
る

自
然
状
態
（
ア
ナ
ー
キ
ー
）
に
お
い
て
自
発
的
に
プ
レ
イ
ヤ
ー
同
士
の
協

調
関
係
が
生
ま
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
か

を
題
材
に
取
り
上
げ
、
ゲ
ー
ム
論
を
用
い
て
、
そ
の
よ
う
な
協
調
関
係
が
理
論
的
に
ど
う

考
え
ら
れ
、
実
際
に
小
集
団
を
利
用
し
た
模
擬
実
験
に
お
い
て
〝
創
発

現
象
と
い
う
形
で
現
れ
る
の
か
否
か
、
さ
ら
に
、
そ
の
よ

う
な
枠
組
み
が
実
際
の
政
策
分
析
に
ど
の
よ
う
に
応
用
可
能
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
、
考
察
を
行
う
。

二

理
論
的
背
景
と
分
析
枠
組
み

本
稿
で
国
際
政
治
理
論
の
分
析
モ
デ
ル
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
囚
人
の
ジ
レ
ン
マ
（Priso

n
ers'

D
ile

m
m
a

）
は
、
一
九
五
〇

年
に
米
国
ラ
ン
ド
研
究
所
の
メ
リ
ル
・
フ
ラ
ッ
ド
（M

errill
Flo

o
d

）
と
メ
ル
ビ
ン
・
ド
レ
ッ
シ
ャ
ー
（M

elvin
D
res

h
er

）
が
、

人
間
社
会
の
非
合
理
性
を
ゲ
ー
ム
理
論
で
分
析
す
る
過
程
で
考
案
し
、
定
式
化

）
し
た
も
の
で
あ
る
。
も
と
も
と
は
、
米
ソ
冷
戦
期
に

お
け
る
軍
拡
競
争
の
分
析
に
使
用
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
そ
の
含
意
の
大
き
さ
か
ら
社
会
科
学
の
様
々
な
命
題
を
考
え
る
上
で
の

基
本
的
な
モ
デ
ル
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る

）
。

こ
の
囚
人
の
ジ
レ
ン
マ
は
、
国
際
政
治
理
論
に
お
い
て
は
、
ア
ナ
ー
キ
ー
な
状
態
に
お
い
て
二
国
家
間
の
協
調
関
係
が
成
立
す
る

か
否
か
と
い
う
命
題
に
関
し
て
、
一
九
八
〇
年
代
後
半
か
ら
一
九
九
〇
年
代
に
か
け
て
新
現
実
主
義
（ne

ore
alis

m

）
学
派
と
新
自

由
主
義
（ne

olib
eralis

m

）
学
派
の
間
で
大
き
な
論
争
（
い
わ
ゆ
る
ネ
オ
ネ
オ
論
争）
）
が
行
わ
れ
た
際
の
考
え
方
の
モ
デ
ル
と
し
て
使

用
さ
れ
た
。
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1

囚
人
の
ジ
レ
ン
マ
・
ゲ
ー
ム
と
均
衡
点

囚
人
の
ジ
レ
ン
マ
・
ゲ
ー
ム
と
は
、
二
人
の
行
為
者
（
プ
レ
イ
ヤ
ー
1
お
よ
び
2
）
が
い
て
、

両
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
二
つ
の
異
な
る
行
動
戦
略

C
（
協
調
‥C

o
o
p
erate

）、

D
（
裏
切
り
‥D

efect

）

を
有
す
る
ゲ
ー
ム
に
お
い
て
、
以
下
の
よ
う
な
条
件
が
成
り
立
つ
と
き
と
さ
れ
る

）
。

（

1.
1

）B
i>

S
i>

T
i>

W
i
i=
1,

2

（

i
は
プ
レ
イ
ヤ
ー
番
号
）

特
に

（

1.
2

）

2
S
1>

B
1＋

W
1,

2
S
2>

B
2＋

W
2

を
満
た
す
と
き
に
は
、
標
準
的
囚
人
の
ジ
レ
ン
マ
・
ゲ
ー
ム
と
な
る
。

囚
人
の
ジ
レ
ン
マ
・
ゲ
ー
ム
で
は
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
1
か
ら
見
れ
ば
、

（

1.
3

）D
1 C

2>
C
1 C

2>
D
1 D

2>
C
1 D

2

と
い
う
順
番
で
望
ま
し
い
結
果
と
な
り
、
逆
に
プ
レ
イ
ヤ
ー
2
か
ら
見
れ
ば
、

（

1.
4

）D
2 C

1>
C
2 C

1>
D
2 D

1>
C
2 D

1

と
い
う
順
番
で
望
ま
し
い
結
果
に
な
る
。

こ
の
と
き
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
1
は
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
2
が
協
調
戦
略
（
C2

）
を
と
る
な
ら
ば
、
裏
切
り
戦
略
（
D 1

）
を
採
用
し
た
方
が

利
得
が
高
く
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
2
が
裏
切
り
戦
略
（
D 2

）
を
採
っ
た
場
合
で
も
、
裏
切
り
戦
略
（
D 1

）
で
応
じ
た
方
が
利
得
を
高
く
得

ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
同
様
に
プ
レ
イ
ヤ
ー
2
は
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
1
が
協
調
戦
略
（
C1

）
を
と
る
な
ら
ば
、
裏
切
り
戦
略
（
D 2

）
を

採
用
し
た
方
が
利
得
が
高
く
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
1
が
裏
切
り
戦
略
（
D 1

）
を
採
っ
た
場
合
で
も
、
裏
切
り
戦
略
（
D 2

）
で
応
じ
た
方
が

利
得
を
高
く
得
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
1
に
と
っ
て
も
プ
レ
イ
ヤ
ー
2
に
と
っ
て
も
、
相
手
が
ど
の
よ
う

な
戦
略
を
採
っ
た
場
合
で
も
、
裏
切
り
戦
略
（

D）
は
協
調
戦
略
（

C）
に
優
越
す
る
戦
略
で
あ
り
、
支
配
戦
略
と
な
っ
て
い
る
。

図1 囚人のジレンマにおける
利得表

プレイヤー1の
戦略

C1 D 1

プレイ
ヤー2
の戦略

C2 S1, S2 B1, W 2

D 2 W 1, B2 T 1, T 2
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し
た
が
っ
て
、
囚
人
の
ジ
レ
ン
マ
・
ゲ
ー
ム
で
は
、D

1 D
2

が
支
配
戦
略
均
衡
点
と
な
る
。

ま
た
、
ゲ
ー
ム
論
で
合
理
的
行
動
と
な
る
最
悪
の
中
で
最
善
の
利
得
を
選
択
す
る

ミ
ニ
マ
ッ
ク
ス
定
理
（
最
悪
利
得
の
最
小

化
））

に
基
づ
い
た
場
合
で
も
、D

1 D
2

は
均
衡
点
と
な
る
。
プ
レ
イ
ヤ
ー
1
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
戦
略
（
C1

お
よ
び
D 1

）
の

最
悪
の
利
得
を
比
べ
た
場
合T

1>
W

1

と
な
り
、
裏
切
り
戦
略
（
D 1

）
が
合
理
的
な
戦
略
と
な
る
。
逆
に
プ
レ
イ
ヤ
ー
2
に
と
っ

て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
戦
略
（
C2

お
よ
び
D 2

）
の
最
悪
の
利
得
を
比
べ
た
場
合T

2>
W

2

と
な
り
、
裏
切
り
戦
略
（
D 2

）
が
合
理
的
な

戦
略
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
1
に
と
っ
て
も
プ
レ
イ
ヤ
ー
2
に
と
っ
て
も
、D

1 D
2

は
合
理
的
な
戦
略
均
衡
点
と
な

る
。さ

ら
に
、
囚
人
の
ジ
レ
ン
マ
・
ゲ
ー
ム
の
場
合
、
こ
のD

1 D
2

は
、
ナ
ッ
シ
ュ
均
衡

）
に
も
な
っ
て
い
る
。
プ
レ
イ
ヤ
ー
1
と
プ
レ

イ
ヤ
ー
2
が
複
数
の
混
合
戦
略
を
と
り
、
そ
れ
ぞ
れ
混
合
戦
略
、=

(
1,

2,
…
,

m
)

、=
(

1,
2,
…
,

n
)

を
採
る
と
き
、
プ
レ

イ
ヤ
ー
1
、
2
の
利
得
の
期
待
値

1(
,

)
お
よ
び

2(
,

)

に
つ
い
て
、
一
対
の
戦
略

(
＊,

＊)

が
あ
り
、
次
の
二
つ
の
式
を
同

時
に
満
た
す
と
き
戦
略

(
＊,

＊)

は
、
ナ
ッ
シ
ュ
均
衡
と
定
義
さ
れ
る
。

（

2.1

）

1(
＊,

＊)
=

m
a
x

1(
,

＊)

（

2.2

）

2(
＊,

＊)
=

m
a
x

2(
＊,
)

（

2.1

）
式
は
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
2
の
戦
略
を=

＊

に
固
定
し
て
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
1
の
戦
略

を
動
か
し
た
と
き
に=

＊

の
時

に
プ
レ
イ
ヤ
ー
1
の
利
得
の
期
待
値

1(
,

＊)

が
最
大
値
と
な
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
（

2.2

）
式
は
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
1

の
戦
略
を=

＊

に
固
定
し
て
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
2
の
戦
略

を
動
か
し
た
と
き
に=

＊

の
時
に
プ
レ
イ
ヤ
ー
2
の
利
得
の
期
待

値

2(
＊,
)

が
最
大
値
と
な
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

一
般
に
、
ナ
ッ
シ
ュ
均
衡
は
、
他
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
戦
略
を
所
与
と
し
た
場
合
、
他
の
ど
の
戦
略
を
採
用
し
て
も
そ
れ
以
上
の
高

い
利
得
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
戦
略
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
。
ナ
ッ
シ
ュ
均
衡

(
＊,

＊)

で
は
、
ど
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
も
そ
れ
以
上
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戦
略
を
動
か
す
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
持
た
な
い
た
め
、
こ
の
点
が
均
衡
点
と
な
る
。

以
上
の
よ
う
に
囚
人
の
ジ
レ
ン
マ
・
ゲ
ー
ム
で
は
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
1
、
2
が
裏
切
り
戦
略
を
と
るD

1 D
2

が
均
衡
点
と
な
る
。
で

は
、
囚
人
の
ジ
レ
ン
マ
・
ゲ
ー
ム
に
お
い
て
、
何
が
ジ
レ
ン
マ
を
も
た
ら
す
の
で
あ
ろ
う
か
。

先
の
（

1.3

）
式
お
よ
び
（

1.4

）
式
に
あ
る
よ
う
に
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
選
好
か
ら
す
れ
ば
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
1
、
2
と
も
にC

1 C
2

>
D
1 D

2

と
い
う
選
好
を
有
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
両
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
も
にC

1 C
2

と
い
う
結
果
の
方
が
望
ま
し
い
と
い
う
こ
と

で
合
意
（
協
調
に
よ
る
合
意
）
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
よ
う
な
協
調
に
よ
る
合
意
を
相
手
が
遵
守
し
て
く

れ
る
保
障
が
な
い
た
め
に
、
ゲ
ー
ム
の
結
果
と
し
て
は
、
お
互
い
に
望
ま
し
く
な
い
均
衡
点D

1 D
2

が
選
択
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

囚
人
の
ジ
レ
ン
マ
で
は
、
こ
の
こ
と
を
指
し
て
ジ
レ
ン
マ
と
し
て
い
る
。

こ
れ
を
経
済
学
的
な
角
度
か
ら
説
明
す
る
な
ら
ば
、
経
済
学
で
は
、
社
会
の
厚
生
を
最
大
化
さ
せ
る
状
態
を
パ
レ
ー
ト
効
率
性

）
と

呼
び
、

他
の
い
ず
れ
か
の
経
済
主
体
の
効
用
を
減
ら
さ
ず
に
は
ど
の
経
済
主
体
の
効
用
も
増
加
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
状
態
、
生

産
要
素
や
財
の
配
分
に
無
駄
の
な
い
状
態

）

を
表
す
も
の
と
し
て
定
義
さ
れ
て
い
る
。

プ
レ
イ
ヤ
ー
1
、
2
は
、
お
互
い
に
相
手
の
効
用
を
犠
牲
に
す
る
（
す
な
わ
ち
相
手
の
利
得
を
減
ず
る
）
こ
と
無
し
に
、
自
分
の
効

用
を
改
善
す
る
こ
と
が
で
き
る
（T

1→
S

1
,

T
2→

S
2

）
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
よ
う
な
改
善
が
囚
人
の
ジ
レ
ン
マ
・
ゲ
ー
ム
で
は
発

生
せ
ず
、
パ
レ
ー
ト
効
率
的
で
な
い
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
ジ
レ
ン
マ
の
持
つ
経
済
学
的
な
意
味
合
い
で
あ
る
。

2

有
限
回
繰
り
返
し
ゲ
ー
ム
と
均
衡
点

ゲ
ー
ム
論
で
は
、
右
記
の
よ
う
な
ジ
レ
ン
マ
状
態
に
あ
っ
て
も
、
繰
り
返
し
ゲ
ー
ム
（m

ultiple
g
a
m
e

）
が
行
わ
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
協
調
行
動
が
生
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

）
。
囚
人
の
ジ
レ
ン
マ
・
ゲ
ー
ム
で
は
、
一
回
、
一
回
の

ゲ
ー
ム
で
は
、
お
互
い
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
非
協
調
行
動
を
と
る
こ
と
が
唯
一
の
ナ
ッ
シ
ュ
均
衡
で
あ
る
。
し
か
し
、
繰
り
返
し
ゲ
ー
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ム
が
行
わ
れ
、
繰
り
返
し
が
い
つ
終
わ
る
か
に
つ
い
て
将
来
的
な
不
確
実
性
（Sh
a
d
o
w
of

th
e
F
utu

re

）
が
存
在
す
る
と
き
は
、

互
い
に
協
調
行
動
を
と
る
こ
と
が
あ
り
得
る
と
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
繰
り
返
し
ゲ
ー
ム
の
中
で
、
ゲ
ー
ム
の
回
数
が
決
ま
っ
て
い
る
有
限
回
繰
り
返
し
ゲ
ー
ム
の
場
合
の
均
衡
点
は
、
ど

の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
。

n
回
ゲ
ー
ム
を
繰
り
返
す
有
限
回
繰
り
返
し
ゲ
ー
ム
に
お
い
て
は
、
最
終
回
の
ゲ
ー
ム
が
一
回
限
り
の
ゲ
ー
ム
と
同
様
の
結
果
と

な
る
。
す
な
わ
ち
、
最
終
回
の

n
回
目
の
ゲ
ー
ム
に
お
い
て
は
、
双
方
が
裏
切
るD

1 D
2

が
必
ず
均
衡
点
と
な
る
。
最
終
回
の
1
個

手
前
のn－

1

回
目
の
ゲ
ー
ム
で
は
、
双
方
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
は
最
終
回
の
結
果
（
す
な
わ
ち
相
手
は
確
実
に

Dを
選
択
す
る
）
を
予
見

し
て
ゲ
ー
ム
が
行
わ
れ
る
た
め
、
や
は
りD

1 D
2

が
均
衡
点
と
な
る
。
同
様
に
、n－

2

回
目
の
ゲ
ー
ム
で
も
、n－

1

回
目
の
ゲ
ー

ム
の
結
論
（
す
な
わ
ち
相
手
は
確
実
に

Dを
選
択
す
る
）
を
予
見
し
て
ゲ
ー
ム
が
行
わ
れ
る
た
め
、
や
は
り
均
衡
点
はD

1 D
2

と
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
間
で
、
ゲ
ー
ム
の
有
限
回
性
が
認
識
さ
れ
て
い
る
限
り
に
お
い
て
は
、
上
記
の
よ
う
な
逆
戻
り
推
論

（
遡
及
的
帰
納
法
）
に
よ
っ
て
、

n
回
目
か
ら
1
回
目
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
、
毎
回
がD

1 D
2

均
衡
点
と
な
る

）
の
で
、
プ
レ

イ
ヤ
ー
は
双
方
と
も
非
協
調
行
動
を
と
る
こ
と
に
な
る
。

3

無
限
回
繰
り
返
し
ゲ
ー
ム
と
協
調
関
係
の
出
現

こ
れ
に
対
し
て
、
ゲ
ー
ム
が
無
限
に
続
く

）
繰
り
返
し
ゲ
ー
ム
で
は
、
左
記
の
よ
う
な
逆
戻
り
推
論
が
不
可
能
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
プ
レ
イ
ヤ
ー
は
、t－

1

回
目
ま
で
の
ゲ
ー
ム
の
相
手
の
と
っ
た
行
動
を
勘
案
し
た
上
で
、
他
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
の

t
回
目
の
決
定

と
は
独
立
に
行
動
を
選
択
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
無
限
回
繰
り
返
し
ゲ
ー
ム
に
お
い
て
は
、
様
々
な
選
択
肢
の
パ
タ
ー

ン
が
想
定
可
能
と
な
る
。

一
回
限
り
の
囚
人
の
ジ
レ
ン
マ
・
ゲ
ー
ム
で
は
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
1
が

C
の
選
択
肢
を
採
ろ
う
と
し
た
場
合
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
2
は
よ
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り
高
い
得
点
を
ね
ら
っ
て

D
の
選
択
肢
を
と
る
可
能
性
が
排
除
で
き
ず
、
逆
に
プ
レ
イ
ヤ
ー
2
が

C
の
選
択
肢
を
採
ろ
う
と
し
た
場

合
に
も
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
1
が

D
と
い
う
選
択
肢
を
と
る
可
能
性
が
排
除
で
き
な
い
。
こ
の
た
め
、
結
果
と
し
て
均
衡
点D

1 D
2

に
陥

っ
て
し
ま
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
無
限
回
繰
り
返
し
ゲ
ー
ム
に
お
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
考
え
方
が
成
立
す
る
た
め
、C

1 C
2

と
い

う
協
調
関
係
が
構
築
さ
れ
る
可
能
性
が
出
て
く
る
。

こ
の
よ
う
な
協
調
関
係
は
、
何
ら
か
の
強
制
制
度
を
も
っ
た
国
家
の
よ
う
な
第
三
者
が
存
在
し
な
い
と
永
続
し
な
い
が
、
プ
レ
イ

ヤ
ー
が

裏
切
ら
れ
た
ら
裏
切
り
返
す

と
い
う

し
っ
ぺ
返
し

の
よ
う
な

引
き
金
戦
略

を
も
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の

よ
う
な
第
三
者
に
よ
る
強
制
が
無
く
と
も
、
協
調
行
動
を
自
発
的
に
導
き
出
す
こ
と
が
可
能

）
で
あ
る
。

い
ま
、
図
1
の
よ
う
な
囚
人
の
ジ
レ
ン
マ
・
ゲ
ー
ム
が
無
限
回
繰
り
返
さ
れ
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
1
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
2
の
間
で

t
回
ま

で
協
力
解
を
守
り
、
仮
に

t
回
目
に
ど
ち
ら
か
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
1
が
裏
切
れ
ば

t
＋
1
回
目
か
ら
プ
レ
イ
ヤ
ー
2
も
裏
切
り
帰
す

し
っ
ぺ
返
し

の
よ
う
な

引
き
金
戦
略

を
と
る
も
の
と
考
え
る
。
単
純
化
の
た
め
、B=

B
1=

B
2

、S=
S
1=

S
2

、

T=
T
1=

T
2

、W=
W

1=
W

2

と
置
く
。

ま
た
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
と
っ
て
、
長
期
的
な
将
来
の
利
得
は
、
不
確
定
な
も
の
で
あ
り
、
無
限
回
と
い
っ
て
も
、
突
然
ゲ
ー
ム
が

終
了
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。
そ
の
た
め
、
遠
い
将
来
に
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
利
得
は
、
直
近
に
得
ら
れ
る
利
得
よ
り
も
軽
く
な
る

の
で
、
次
回
以
降
の
利
得
は
、
あ
ら
か
じ
め
今
回
の
利
得
よ
り
も
割
り
引
い
て
考
え
る

）
の
が
普
通
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
割
引
率
を

将
来
へ
の
重
み

p
と
す
る
（
た
だ
し0<

p<
1

）。

こ
の
と
き
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
長
期
的
な
利
得
は
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

プ
レ
イ
ヤ
ー
1
が
裏
切
ら
ず
、
ず
っ
と
協
調
関
係
が
続
く
ケ
ー
ス

（

3.1

）

1=
＋

＋
2

＋
…
＋

＋
＋
1

＋
＋
2

＋
…

②

プ
レ
イ
ヤ
ー
1
が

回
目
に
裏
切
り
、
以
後D

1 D
2

と
い
う
非
協
調
に
な
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
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（

3.2

）

1=
＋

＋
2

＋
…
＋

－
1

＋
＋

＋
1

＋
＋
2

＋
…

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
何
時
プ
レ
イ
ヤ
ー
1
が

裏
切
ろ
う

と
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
持
つ
か
で
あ
る
。

プ
レ
イ
ヤ
ー
1
は
、
永
久
に
協
調
し
た
と
き
の
利
得

1

が
、
協
調
か
ら
離
脱
し
た
と
き
の
利
得

1

よ
り
大
き
け
れ
ば
、
協
調

に
と
ど
ま
り
、

裏
切
り

の
利
得

1

が
協
調
を
続
け
る
利
得

1

よ
り
大
き
く
な
れ
ば
、

裏
切
り

を
始
め
る
と
考
え
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
、

1－
1
>
0

な
ら
ば
、

t
回
目
に
お
い
て
プ
レ
イ
ヤ
ー
1
は
協
調
を
選
択
す
る
。

1－
1

=
(

－
)

＋
(

－
)

＋
1＋
(

－
)

＋
2＋

…

=
(

－
)

＋
(

－
)

＋
1

1
－

=
(

－
)

＋
(

－
)
・

1
－

=
(

－
)
＋
(

－
)

1
－

・

0
<

p<
1

で
あ
る
の
で
、
左
式
が

1－
1
>
0

と
な
る
た
め
に
は
、

(
－

)
＋
(

－
)

>
0

(
－

)
>

－

よ
っ
て
、
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（

3.3

）>
－－

こ
こ
で
、B>

S>
T
>

W

で
あ
る
の
で
、
右
辺
は
正
で
あ
り
、
最
初
の

p
の
定
義
か
ら
1
よ
り
小
さ
い
数
値
と
な
る
。

し
た
が
っ
て
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
1
が
、
協
調
を
続
け
る
か
、

裏
切
り

を
行
う
か
、
と
い
う
選
択
は
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
1
が
遠
い
将

来
に
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
利
得
の
重
み

p
を
ど
う
感
じ
る
か
に
よ
っ
て
決
ま
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
1
の
感
じ
る
将
来
へ
の
重
み

p
に
つ
い
て
、>

－－

で
あ
る
時
に
は
協
調
を
続
け
、<

－－

に
な
れ
ば
、

裏
切
り

へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
発
生
す
る
こ
と
と
な
る
。

4

国
際
政
治
理
論
に
お
け
る
ネ
オ
・
ネ
オ
論
争
と
囚
人
の
ジ
レ
ン
マ
・
ゲ
ー
ム

国
際
政
治
理
論
に
お
け
る
先
述
の
ネ
オ
・
ネ
オ
論
争
で
は
、

国
際
関
係
は
ア
ナ
ー
キ
ー
で
あ
る
た
め
に
協
調
を
達
成
す
る
の
は

困
難
で
あ
る

と
す
る
ネ
オ
リ
ア
リ
ス
ト
（
構
造
的
現
実
主
義
者
）
に
対
し
て
、

国
家
の
合
理
的
な
行
動
に
よ
っ
て
国
際
協
調
が
導

き
出
さ
れ
る

と
す
る
ネ
オ
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
（
新
自
由
主
義
制
度
論
者
）
の
反
論
に
よ
っ
て
議
論
が
行
わ
れ
た

）
が
、
そ
の
論
争
の
焦

点
が
ゲ
ー
ム
論
を
用
い
た
論
証
で
あ
っ
た
。

国
際
関
係
に
お
い
て
、
国
と
国
の
間
に
立
つ
権
力
が
存
在
し
な
い
ア
ナ
ー
キ
ー
な
状
態
に
お
い
て
、
協
調
関
係
が
出
現
す
る
か
否

か
に
つ
い
て
は
、
米
国
の
国
際
関
係
の
学
者
の
間
で
は
一
九
八
〇
年
代
か
ら
論
争

）
と
な
っ
て
い
た
。

ア
ー
サ
ー
・
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、
国
際
政
治
の
様
々
な
状
況
を
ゲ
ー
ム
論
の
中
で
検
討
し
、
国
家
が
強
制
力
に
よ
ら
ず
独
立
し
た
利

己
的
な
意
思
決
定
を
す
る
場
合
で
も
、
協
調
関
係
が
均
衡
点
と
し
て
永
続
す
る
パ
タ
ー
ン
が
存
在
し
、
仮
に
協
調
関
係
が
均
衡
点
と

な
ら
な
い
囚
人
の
ジ
レ
ン
マ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
も
、
共
通
の
利
益
を
確
保
す
る
協
働
（Colla

b
oratio

n

）
や
最
悪
の
結
果
を
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避
け
る
た
め
の
協
調
（Co

ordin
atio

n

）
が
発
生
し
、
レ
ジ
ー
ム
に
よ
る
協
調
が
自
発
的
に
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
得
る
と
し
て
い

る
）。

ま
た
、
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、
協
調
の
条
件
と
し
て
、
右
記
の
式
（

3.3

）
の
よ
う
な
将
来
の
付
き
合
い
へ
の
重
み
（Sh

a
d
o
w
of

th
e
F
utu

re

）
が
重
要
で
あ
る

）
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
ロ
バ
ー
ト
・
ア
ク
セ
ル
ロ
ッ
ド
は
、
国
と
国
の
間
に
立
つ
権
力
が
存
在
し
な
い
状
態
に
お
い
て
、
協
調
関
係
が
出
現
す
る

た
め
に
ど
の
よ
う
な
条
件
が
必
要
で
あ
る
の
か
を
検
討
し
、
安
全
保
障
の
よ
う
な
囚
人
の
ジ
レ
ン
マ
状
態
で
あ
っ
て
も
、
協
調
関
係

は
出
現
し
う
る
と
し
、

将
来
の
重
み
（
未
来
係
数
）

が
大
き
け
れ
ば
、
互
恵
関
係
に
基
づ
く
協
調
関
係
は
安
定
で
あ
る
と
し
て
い

る
）。こ

れ
ら
の
ネ
オ
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
の
議
論
に
対
し
て
、
ジ
ョ
セ
フ
・
グ
リ
ー
コ
は
、
国
家
は
自
己
の
利
益
（
絶
対
利
得
）
だ
け
で
な

く
、
他
者
の
利
益
と
の
差
（
相
対
利
得
）
を
重
視
せ
ざ
る
を
得
な
い
た
め
、
国
際
社
会
に
お
け
る
協
調
関
係
の
構
築
は
、
そ
れ
ほ
ど

簡
単
で
は
な
い
と
指
摘
し
て
い
る

）
。

次
章
に
お
い
て
、
そ
の
よ
う
な
理
論
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
協
調
関
係
が
、
小
集
団
（
模
擬
実
験
）
レ
ベ
ル
に
お
い
て
出
現
す
る
か

否
か
に
つ
い
て
、
授
業
に
お
け
る
模
擬
実
験
に
基
づ
い
て
、
検
討
す
る
。

三

小
集
団
（
模
擬
実
験
）
レ
ベ
ル
に
お
け
る
協
調
の
創
発
の
分
析

筆
者
は
、
薬
師
寺
泰
蔵
教
授
の

T
A

と
し
て
、
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
の
国
際
政
治
特
殊
研
究
お
よ
び
国
際
政
治
理

論
特
殊
研
究
の
演
習
を
長
年
担
当
し
て
き
た
。
大
学
院
の
授
業
で
は
、
国
際
関
係
を
学
ぶ
大
学
院
生
に
対
し
て
、
右
記
の
囚
人
の
ジ

レ
ン
マ
・
ゲ
ー
ム
を
実
際
に
体
験
し
て
も
ら
い
、
先
述
の
ネ
オ
・
ネ
オ
論
争
に
あ
っ
た
よ
う
な
、
強
制
力
の
な
い
状
態
で
プ
レ
イ
ヤ

ー
の
合
理
的
選
択
か
ら
協
力
関
係
が
発
生
す
る
か
否
か
を
学
習
し
て
も
ら
っ
た
。
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次
に
述
べ
る
ゲ
ー
ム
論
の
演
習
は
、
そ
の
よ
う
な
国
際
政
治
理
論
の
学
習
効
果
を
得
る
と
同
時
に
、
演
習
の
結
果
か
ら
、
三
〇
人

ほ
ど
の
小
集
団
の
模
擬
実
験
に
お
い
て
、
①
協
調
関
係
が

創
発

す
る
の
か
否
か
、
②
理
論
で
想
定
さ
れ
て
い
る

将
来
の
重
み

（
未
来
係
数
）

が
協
調
関
係
に
い
か
な
る
影
響
を
与
え
る
の
か
に
つ
い
て
、
検
討
を
加
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
模
擬
実
験
で
も
あ

っ
た
。

1

ゲ
ー
ム
の
設
計
と
ル
ー
ル

大
学
院
の
授
業
に
お
け
る
囚
人
の
ジ
レ
ン
マ
・
ゲ
ー
ム
演
習
で
は
、
履
修
者
の
大
学
院
生
を
そ
れ
ぞ
れ
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
し
、
次
の

よ
う
な
ル
ー
ル
下
に
お
い
て
、
ゲ
ー
ム
を
行
っ
て
も
ら
っ
た
。

（
演
習
に
お
け
る
囚
人
の
ジ
レ
ン
マ
・
ゲ
ー
ム
の
ル
ー
ル
）

①
二
人
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
で
ゲ
ー
ム
を
行
う
。

②
プ
レ
イ
ヤ
ー
は
、
協
調
（C:
corp

orate

）、
裏
切
り
（D:

D
efect

）
と
い
う
二
つ
の
選
択
肢
の
ど
ち
ら
か
を
と
る
こ
と
が
で

き
る
。
配
布
さ
れ
た

C

ま
た
は

D

と
書
か
れ
た
カ
ー
ド
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
の
選
択
肢
を
明
ら
か
に
す
る
。

③
プ
レ
イ
ヤ
ー
は
、
そ
れ
ぞ
れ
自
己
の
利
得
を
最
大
化
す
る
よ
う
に
、
選
択
肢
を
決
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

④
プ
レ
イ
ヤ
ー
は
、
独
立
し
た
意
思
決
定
を
す
る
た
め
、
お
互
い
に
相
談
し
て
は
な
ら
な
い
。
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
各
回
の
選
択
肢

決
定
に
あ
た
っ
て
利
用
で
き
る
情
報
は
、
そ
の
対
戦
相
手
の
そ
の
ゲ
ー
ム
に
お
け
る
選
択
肢
の
履
歴
と
ゲ
ー
ム
の
利
得
表
の
み

で
あ
る
。

⑤
ゲ
ー
ム
は
、
同
じ
対
戦
相
手
（
プ
レ
イ
ヤ
ー
）
と
一
〇
回
行
う
。

⑥
ゲ
ー
ム
は
、
同
じ
対
戦
相
手
と
の
一
〇
回
の
ゲ
ー
ム
を
一
回
戦
と
し
、
対
戦
相
手
を
変
え
て
複
数
回
戦
行
わ
れ
る
。

⑦
最
終
的
に
、
総
得
点
の
高
か
っ
た
プ
レ
イ
ヤ
ー
を
勝
者
と
す
る
。
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こ
の
囚
人
の
ジ
レ
ン
マ
・
ゲ
ー
ム
は
、
③
の
ル
ー
ル
に
よ
っ
て
、
ア
ー
サ
ー
・
シ
ュ
タ
イ
ン
が
指
摘
し
た

利
己
的
な
意
思
決

定

を
含
む
一
方
で
、
⑦
の
ル
ー
ル
に
よ
っ
て
他
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
利
得
と
の
関
係
を
勘
案
す
る
こ
と
と
な
り
、
グ
リ
ー
コ
が
指
摘

し
た

相
対
利
得

の
要
素
も
ゲ
ー
ム
に
含
む
よ
う
に
設
計
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
⑤
の
ル
ー
ル
に
よ
り
、
一
〇
回
の
ゲ
ー
ム
を

行
う
こ
と
か
ら
、
有
限
回
の
繰
り
返
し
囚
人
の
ジ
レ
ン
マ
・
ゲ
ー
ム
で
あ
る
が
、
⑥
の
ル
ー
ル
に
よ
り
、
対
戦
相
手
を
変
え
て
複
数

回
戦
ゲ
ー
ム
が
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、

無
限
回
繰
り
返
し

囚
人
の
ジ
レ
ン
マ
・
ゲ
ー
ム
の
要
素
も
含
ん
で
い
る
。
ゲ
ー
ム
結
果

は
、
理
論
で
想
定
さ
れ
る
無
限
繰
り
返
し
囚
人
の
ジ
レ
ン
マ
・
ゲ
ー
ム
と
有
限
回
繰
り
返
し
囚
人
の
ジ
レ
ン
マ
・
ゲ
ー
ム
の
中
間
に

な
る
こ
と
が
、
ゲ
ー
ム
理
論
上
は
予
想
さ
れ
る
。

2

模
擬
実
験

二
〇
〇
五
年
一
〇
月
二
一
日
に
実
施
し
た
演
習
に
お
け
る
ゲ
ー
ム
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
ゲ
ー
ム
は
、
第
三
回
戦
ま
で
三
〇

名
（
一
五
組
）、
第
四
回
戦
か
ら
第
八
回
戦
ま
で
は
二
八
名
（
一
四
組
）
で
行
わ
れ
た
（
図
2
）。

ゲ
ー
ム
に
お
い
て
示
さ
れ
た
利
得
表
は
左
記
の
通
り
で
あ
り
、
こ
の
利
得
表
は
、

B
i=
5,

S
i=
3,

T
i=
1,

W
i=
0

と
な
っ
て
お
り
、

（

1.1

）B
i>

S
i>

T
i>

W
i
i=
1,

2

（

i
は
プ
レ
イ
ヤ
ー
番
号
）

お
よ
び

（

1.2

）

2
S
1>

B
1＋

W
1,

2
S
2>

B
2＋

W
2

を
満
た
し
、
純
粋
な
囚
人
の
ジ
レ
ン
マ
・
ゲ
ー
ム
と
な
っ
て
い
る
。

上
記
の
利
得
表
か
ら
こ
の
ゲ
ー
ム
に
お
け
る
各
回
の
、
理
論
上
支
配
戦
略
均
衡
点
、
合
理
的
意
思
決
定
に
よ
る
均
衡
点
、
ナ
ッ
シ
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ュ
均
衡
点
はD

1 D
2

と
な
る
。
ま
た
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
、
協
調
を
続
け
る
か
、

裏
切
り

を

行
う
か
の
分
岐
点
と
な
る
、
将
来
へ
の
重
み

p
に
つ
い
て
は
、
利
得
表
お
よ
び
（

3.3

）
式
よ

り
、

（

4.1

）>
5
－
3

5
－
1
=
0.5

で
あ
り
、
次
回
の
ゲ
ー
ム
の
期
待
利
得
に
対
す
る
重
み

p
を0.5

よ
り
大
き
い
と
プ
レ
イ

ヤ
ー
が
感
じ
る
場
合
に
は
、
協
調
関
係
が
継
続
し
、
そ
れ
よ
り
小
さ
い
と
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
感
じ

た
と
き
に
は

裏
切
り

が
発
生
す
る
可
能
性
が
高
く
な
る
と
予
想
さ
れ
る
。

3

模
擬
実
験
結
果

表
1
は
、
こ
の
ゲ
ー
ム
の
結
果
を
集
計
し
た
一
覧
表
で
あ
る
。
こ
の
表
の
数
字
は
、
各
回
戦
、
各
回
毎
に

C
C

（
プ
レ
イ
ヤ
ー
1
、

2
と
も
協
調
）、

C
D

／

D
C

（
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
ど
ち
ら
か
が
裏
切
り
）、

D
D

（
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
双
方
が
裏
切
り
）
の
出
現
度
数
を
表
し

て
い
る
。

こ
の
出
現
度
数
を
各
回
毎
に
集
計
し
た
グ
ラ
フ
が
次
の
図
3
で
あ
る
。

こ
の
模
擬
実
験
の
結
果
か
ら
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

各
回
の
ゲ
ー
ム
は
、
囚
人
の
ジ
レ
ン
マ
状
態
に
あ
り
、

利
己
的
な
意
思
決
定

か
ら
す
れ
ば
、

D
D

と
い
う
ゲ
ー
ム
結
果
が
理

論
的
に
は
最
適
な
均
衡
点
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
協
調
関
係
（

C
C）
が
か
な
り
の
割
合
で
出
現
し
て
い
る
。

一
〇
回
と
い
う
有
限
回
繰
り
返
し
ゲ
ー
ム
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
理
論
で
想
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
逆
戻
り
推
論
に
よ
る
、

D

D
と
い
う
結
果
の
連
続
に
は
な
ら
ず
、
協
調
関
係
（

C
C）
が
八
回
目
ま
で
は
維
持
さ
れ
て
い
る
。

図2 2005年のゲーム演習に
おける利得表

プレイヤー1の
選択肢

C1 D 1

プレイヤ
ー2の選
択肢

C2

3
3

5
0

D 2

0
5

1
1
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図3　全ゲームにおける協調・非協調の出現数

(グラフは、各回戦のCC,DC/CD,DDの出現数を足しあわせたもの)

表1 囚人のジレンマ・ゲームの結果

1 回戦 2 回戦 3 回戦 4 回戦

C C D C or C D D D C C D C or C D D D C C D C or C D D D C C D C or C D D D

1 回目 8 4 3 4 10 1 6 7 2 10 4 0

2 回目 6 7 2 5 9 1 9 3 3 11 3 0

3 回目 3 11 1 8 5 2 6 6 3 9 4 1

4 回目 3 9 3 6 6 3 5 9 1 8 5 1

5 回目 5 7 3 4 8 3 6 7 2 7 7 0

6 回目 8 4 3 6 6 3 8 4 3 6 5 3

7 回目 6 6 3 4 8 3 5 4 6 5 8 1

8 回目 8 5 2 5 7 3 8 6 1 7 3 4

9 回目 4 6 5 1 10 4 2 8 5 4 4 6

10回目 4 7 4 1 3 11 2 2 11 2 8 4

5 回戦 6 回戦 7 回戦 8 回戦

C C D C or C D D D C C D C or C D D D C C D C or C D D D C C D C or C D D D

1 回目 10 4 0 12 2 0 11 2 1 10 4 0

2 回目 10 3 1 9 4 1 9 3 2 9 4 1

3 回目 12 1 1 9 3 2 10 3 1 11 1 2

4 回目 8 4 2 8 4 2 9 3 2 6 6 2

5 回目 7 5 2 7 6 1 8 5 1 7 5 2

6 回目 7 5 2 5 6 3 6 8 0 5 7 2

7 回目 6 6 2 8 4 2 7 5 2 7 4 3

8 回目 5 4 5 6 4 4 7 4 3 6 5 3

9 回目 2 5 7 5 4 5 3 5 6 3 5 6

10回目 1 6 7 3 3 8 2 4 8 0 6 8
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九
回
目
、
一
〇
回
目
に
お
い
て
は
、
協
調
関
係
（

C
C）
よ
り
も
非
協
調
関
係
（

D
D）
が
多
く
出
現
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ

の
こ
と
は
、
双
方
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
と
っ
て
、
ゲ
ー
ム
の
終
わ
り
が
近
づ
く
（
す
な
わ
ち
相
手
と
の
関
係
の
終
焉
が
見
え
て
く
る
）
と
、

裏
切
り

の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
増
加
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
無
限
回
繰
り
返
し
ゲ
ー
ム
の
理
論
で
想
定
さ
れ
て
い
る
、

将
来
に
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
利
得
の
重
み

p
が
、
ゲ
ー
ム
の
終
わ
り
に
近
づ
く
に
つ
れ
て
低
く
な
り
、
（

4.1

）
式
の
条
件
を
満
た
せ

な
く
な
っ
た
結
果
、
非
協
調
関
係
が
出
現
す
る
と
理
解
さ
れ
る
。

ま
た
、
ゲ
ー
ム
全
体
で
は
、
次
の
図
4
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
ゲ
ー
ム
を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
協
調
関
係
（

C
C）
が
数

多
く
出
現
す
る
こ
と
が
観
察
さ
れ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
模
擬
実
験
の
結
果
は
、
お
お
む
ね
国
際
政
治
理
論
の
ネ
オ
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
が
想
定
す
る
よ
う
な
結
果
で
あ
り
、

小
集
団
（
模
擬
実
験
）
レ
ベ
ル
に
お
い
て
も
、
囚
人
の
ジ
レ
ン
マ
状
態
で
協
調
関
係
は
出
現
し
、
さ
ら
に
、
ア
ー
サ
ー
・
シ
ュ
タ
イ

ン
や
ア
ク
セ
ル
ロ
ッ
ド
が
想
定
し
て
い
る
よ
う
に
、
将
来
の
重
み

p
が
、
協
調
関
係
の
継
続
に
重
大
な
要
素
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。

ま
た
、
グ
リ
ー
コ
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
相
対
利
得
に
よ
る
協
調
の
困
難
性
に
つ
い
て
は
、
自
己
の
利
益
（
絶
対
利
得
）
だ
け

で
な
く
、
他
者
の
利
益
と
の
差
（
相
対
利
得
）
を
考
慮
に
入
れ
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
こ
の
模
擬
実
験
に
お
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な
協

調
の
困
難
性
が
出
現
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

次
章
で
は
、
上
記
の
よ
う
な
実
験
レ
ベ
ル
に
お
け
る
協
調
関
係
の
創
発
と
そ
の
安
定
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
使
い
、
実
際
の
政
策
分
析

へ
の
応
用
の
可
能
性
と
い
う
観
点
か
ら
、
考
察
を
加
え
る
。
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四

考
察
お
よ
び
今
後
の
課
題
‥

政
策
分
析
へ
の
応
用
の
可
能
性

1

政
策
と
理
論
の
間
か
ら

筆
者
が
大
学
の
薬
師
寺
ゼ
ミ
に
入
っ
た
当
時
、
薬
師
寺
教
授

は
筆
者
達
ゼ
ミ
生
に
対
し
て
、

国
際
政
治
を
学
ぶ
も
の
に
は
ジ

レ
ン
マ

）
が
あ
る
。
国
際
政
治
に
参
画
で
き
る
の
は
一
部
の
人
間
で

あ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
に
は
縁
も
ゆ
か
り
も
な
い
世
界
で
あ
る
。
そ

れ
で
も
君
た
ち
は
国
際
政
治
を
学
ぶ
の
か

と
、
国
際
政
治
を
学

ぶ
覚
悟
を
試
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
ゼ
ミ
で
の
薫
陶
か
ら
一
五
年
が
た
ち
、
同
級
生
や

ゼ
ミ
の
後
輩
、
そ
し
て
私
自
身
が
、
そ
の
後
そ
の
よ
う
な
ジ
レ
ン

マ
を
乗
り
越
え
、
国
際
政
治
に
直
に

触
れ
る

世
界
に
身
を
置

い
て
、
国
際
政
治
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
、
幸
甚
で
あ
る
。

本
章
で
は
、
国
際
情
勢
分
析
、
中
長
期
の
外
交
政
策
研
究
に
携

わ
っ
た
筆
者
の
経
験
か
ら
、
前
章
ま
で
に
検
討
し
た
、
ゲ
ー
ム
論

を
ベ
ー
ス
と
し
た
国
際
政
治
に
お
け
る
協
調
の
創
発
が
、
政
策
分

析
に
応
用
可
能
で
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
、
若
干
の
考
察
を
加
え

る
こ
と
と
し
た
い
。

図４　対戦経験の増加による学習効果
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筆
者
は
、
二
〇
〇
四
年
か
ら
二
〇
〇
五
年
に
か
け
て
、
外
務
省
国
際
情
報
統
括
官
組
織
の
専
門
分
析
員
と
し
て
、
シ
ン
ク
タ
ン
ク

で
の
仕
事
と
兼
務
で
、
国
際
情
勢
の
分
析
に
二
年
間
携
わ
っ
た
。
ま
た
、
二
〇
〇
七
年
か
ら
二
〇
〇
九
年
に
か
け
て
、
外
務
省
総
合

外
交
政
策
局
政
策
企
画
室
に
お
い
て
、
中
長
期
の
外
交
政
策
の
研
究
に
携
わ
っ
た
。
そ
の
際
の
国
際
情
勢
分
析
や
政
策
研
究
の
詳
細

は
、
保
秘
の
観
点
か
ら
、
や
が
て
公
文
書
が
公
開
さ
れ
る
日
が
来
る
ま
で
詳
細
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
そ
の
と
き

の
経
験
を
ベ
ー
ス
と
し
て
、
先
述
の
よ
う
な
理
論
が
、
実
際
の
政
策
分
析
に
ど
の
よ
う
に
応
用
可
能
で
あ
る
か
、
検
討
し
た
い
。

2

北
朝
鮮
の
核
開
発
と
危
機
、
そ
の
収
束

対
外
情
勢
分
析
の
現
場
で
あ
る
、
国
際
情
報
統
括
官
組
織
で
は
、
各
国
の
地
域
情
勢
に
並
ん
で
、
国
際
テ
ロ
、
大
量
破
壊
兵
器
の

拡
散
、
安
全
保
障
に
関
す
る
分
析
が
、
組
織
と
し
て
の
関
心
の
対
象

）
で
あ
っ
た
。
安
全
保
障
の
分
野
で
は
、
中
国
・
ロ
シ
ア
な
ど
の

我
が
国
の
周
辺
の
大
国
の
軍
事
動
向
に
並
ん
で
分
析
さ
れ
て
い
た
の
が
、
北
朝
鮮
や
イ
ラ
ン
と
い
っ
た
国
際
社
会
と
の
協
調
が
難
し

い
、
い
わ
ゆ
る

な
ら
ず
者
国
家

）

に
お
け
る
大
量
破
壊
兵
器
の
開
発
動
向
で
あ
っ
た
。

特
に
北
朝
鮮
は
、
一
九
八
六
年
に
寧
辺
の5

M
W
e

実
験
用
黒
煙
減
速
炉
の
運
転
を
始
め
て
以
降
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
型
核
爆
弾
の

開
発
が
疑
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
①
一
九
九
二
年
の
米
朝
交
渉
に
端
を
発
し
、
一
九
九
四
年
一
〇
月
の
米
朝
枠
組
み
合
意
で
収
束

し
た

第
一
次
核
危
機

）

、
②
二
〇
〇
二
年
の
ケ
リ
ー
国
務
次
官
補
訪
朝
と
高
濃
縮
ウ
ラ
ン
型
核
爆
弾
の
開
発
に
端
を
発
し
、
二
〇

〇
六
年
六
月
の
ミ
サ
イ
ル
実
験
と
一
〇
月
の
核
実
験
に
よ
る
緊
張
の
高
ま
り
を
経
て
、
二
〇
〇
七
年
二
月
の
六
者
会
合
に
お
け
る

共
同
声
明
実
施
の
た
め
の
初
期
段
階
の
措
置

の
合
意
に
よ
っ
て
収
束
し
た

第
二
次
核
危
機

）

、
③
六
者
会
合
で
合
意
さ
れ
た
第

二
段
階
の

検
証
措
置

を
め
ぐ
る
行
き
詰
ま
り
に
端
を
発
し
、
二
〇
〇
九
年
四
月
と
七
月
の
ミ
サ
イ
ル
実
験
お
よ
び
五
月
の
核
実

験
に
よ
り
緊
張
の
高
ま
り
を
見
せ
、
現
在
進
行
中
の

第
三
次
核
危
機

を
経
て
、
確
実
に
北
朝
鮮
は
核
保
有
国
と
し
て
の
道
を
歩

ん
で
い
る

）
（
表
2
）。
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表2 北朝鮮の核開発をめぐる動き

第
一
次
核
危
機

1986年 寧辺の 5 M W e 炉運転開始、以後1992年まで IA E A との保障措置協定拒否

1992年 1 月米朝交渉（N Y）米側カンター国務次官、北朝鮮側金容淳労働党書記、米側 IA E A

査察と核兵器開発放棄を要求

1 月北朝鮮 IA E A との保障措置協定締結

5 月ブリクス委員長を団長とする査察団が北朝鮮入り、IA E A の特定査察で、プルトニ

ウム組成に関する 重大な不一致 が判明

1993年 1 月 IA E A の 特別査察 通告に北朝鮮反発

3 月北朝鮮が N P T 脱退を表明

5 月国連安保理決議825号採択①N P T脱退宣言の撤回、②IA E A保障措置協定の遵守を北

朝鮮に要求。

6 月米朝協議第一ラウンド→米朝共同声明（北朝鮮は N P T 脱退を保留）

7 月米朝協議第二ラウンド（軽水炉の導入援助と北朝鮮の査察受け入れを軸に協議）

1994年 3 月 IA E A 査察を実施

5 月国連安保理、北朝鮮に完全査察受け入れを要求する議長声明を発出

5 月北朝鮮、寧辺の 5 M W e 黒煙実験炉から使用済み燃料棒約8000本を抜き取り、米側

軍事措置を準備

6 月北朝鮮 IA E A を脱退、カーター元大統領訪朝、金日成主席と会談（緊張緩和で一致）

7 月金日成死去

8 月米朝交渉第三ラウンド開始

10月米朝枠組合意

1995年 1 2月 K E D O と北朝鮮の間で軽水炉提供協定調印

第
二
次
核
危
機

2002年 8 月軽水炉本体工事着工

9 月小泉首相初訪朝

10月ケリー国務次官補訪朝し、高濃縮ウランを含む核開発の放棄を要求。これに対し北

朝鮮は核開発の継続を認める（ウラン濃縮を認める）とともに、核兵器の保有を示唆

11月 K E D O 理事会で北朝鮮への重油の供給中段と軽水炉供給プロジェクトの見直し決定

12月北朝鮮、寧辺黒煙実験炉へ燃料棒1000本を挿入、IA E A 査察官を国外退去させる

2003年 1 月北朝鮮、N P T の即時脱退と IA E A 保障措置協定からの離脱を宣言

3 月イラク戦争開始

8 月第 1 回六者会合

2004年 2 月第 2 回六者会合

6 月第 3 回六者会合

2005年 2 月北朝鮮外務省、核兵器保有と核兵器の増産の声明を発表

9 月第 4 回六者会合で北朝鮮の核計画放棄と N P T の早期復帰、国交正常化などを約束

する共同声明を採択

9 月米財務省北朝鮮への金融凍結発表

2006年 7 月北朝鮮弾道ミサイル（計 7 発）発射

10月北朝鮮第 1 回核実験

2007年 2 月第 5 回六者会合（共同声明実施に向けた初期段階措置に合意）

3 月米財務省金融凍結の一部解除を発表

第
三
次
核
危
機

2008年 6 月北朝鮮寧辺 5 M W e 炉冷却棟破壊

10月核無能力化に関する米朝間の意見対立

2009年 4 月北朝鮮長距離弾道ミサイル実験

5 月北朝鮮第 2 回核実験

7 月北朝鮮弾道ミサイル（計 7 発）発射

出典 : 各種資料より筆者作成
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一
九
九
二
年
以
降
核
危
機
は
、
北
朝
鮮
に
よ
る
核
兵
器
開
発
の
新
た
な
事
実
の
発
覚
に
よ
る
安
全
保
障
上
の
緊
張
の
高
ま
り
と
、

そ
れ
を
緩
和
す
る
北
朝
鮮
と
国
際
社
会
（
米
国
）
の
外
交
的
合
意
に
よ
る
緊
張
の
緩
和
、
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
た
ど
っ
て
き
た
。
こ

の
間
、
国
際
社
会
お
よ
び
米
国
は
一
貫
し
て
北
朝
鮮
の
核
保
有
に
反
対
の
立
場
を
と
っ
て
お
り
、

第
一
次
核
危
機

、

第
二
次
核

危
機

を
通
じ
て
の
米
国
側
の
要
求
は
、
核
兵
器
開
発
の
放
棄
で
あ
っ
た
。
他
方
、
米
朝
協
議
に
お
け
る
北
朝
鮮
側
の
要
求
は
、
米

国
に
よ
る
体
制
の
保
障
と
米
朝
国
交
正
常
化
で
あ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
外
交
交
渉
に
よ
る
合
意
は
、
結
果
的
に
一
貫
し
た
北
朝
鮮
の
核
開
発
の
継
続
と
、
そ
の
発
覚
に
よ
る
米
国

側
の
合
意
破
棄
に
よ
っ
て
、
た
び
た
び
破
綻
し
て
き
た
。

米
朝
関
係
は
、
ヴ
ィ
ク
タ
ー
・
チ
ャ
ら
が
指
摘
し
て
い
る

）
よ
う
に
、
基
本
的
に
相
手
を
信
頼
で
き
な
い
相
互
関
係
に
あ
り
、
こ
の

よ
う
な
米
朝
間
の
交
渉
に
よ
る

協
調

の
成
立
と

裏
切
り

に
よ
る
合
意
の
破
綻
は
、
先
の
章
で
見
て
き
た
よ
う
な
、
安
全
保

障
を
め
ぐ
る
囚
人
の
ジ
レ
ン
マ
・
ゲ
ー
ム
と
同
様
の
構
造
を
成
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

3

ゲ
ー
ム
論
に
よ
る
分
析
と
協
調
関
係
安
定
の
た
め
の
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

米
朝
関
係
を
一
種
の
ジ
レ
ン
マ
・
ゲ
ー
ム
と
見
る
見
方
と
し
て
、
ア
ジ
ア
開
発
銀
行
総
裁
顧
問
で
あ
っ
た
河
合
正
弘
は
、
北
朝
鮮

と
米
国
の
関
係
を
囚
人
の
ジ
レ
ン
マ
状
態
に
あ
る
と
分
析
し
、
米
国
の

C
政
策
=
北
の
体
制
保
障
で
あ
り
、

D
政
策
=
敵
対
関
係
の

継
続
、
北
朝
鮮
の

C
政
策
=
核
の
放
棄
、

D
政
策
=
核
開
発
の
継
続
と
し
て
い
る

）
。
ま
た
、
米
国
コ
リ
ア
研
究
所
のJ.

J.
S
u
h

は

米
朝
関
係
を
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
ジ
レ
ン
マ
の
状
態
に
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る

）
。

第
二
章
で
理
論
的
に
検
討
し
た
よ
う
に
、
無
限
回
繰
り
返
し
囚
人
の
ジ
レ
ン
マ
・
ゲ
ー
ム
に
お
け
る
協
調
の
継
続
は
、
将
来
の
期

待
利
得
に
関
す
る
重
み

p
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
、
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（
3.3

）>
－－

の
時
に
は
協
調
関
係
が
継
続
す
る
こ
と
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
協
調
を
続
け
る
か
、

裏
切
り

を
行
う
か
、
と
い
う
選
択
は
、

プ
レ
イ
ヤ
ー
が
遠
い
将
来
に
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
利
得
の
重
み

p
を
ど
う
感
じ
る
か
に
よ
っ
て
決
ま
っ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。

第
三
章
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
双
方
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
と
っ
て
、
ゲ
ー
ム
の
終
わ
り
が
近
づ
く
（
す
な
わ
ち
相
手
と
の
関
係
の
終
焉

が
見
え
て
く
る
）
と
、

裏
切
り

の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
は
増
加
す
る
。
無
限
回
繰
り
返
し
ゲ
ー
ム
の
理
論
で
想
定
さ
れ
て
い
る
、
将

来
に
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
期
待
利
得
の
重
み

p
が
、
ゲ
ー
ム
の
終
わ
り
に
近
づ
く
に
つ
れ
て
低
く
な
り
、
（

3.3

）
式
の
条
件
を
満
た

せ
な
く
な
っ
た
結
果
、
非
協
調
関
係
が
出
現
す
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
を
、
一
九
九
三
年
か
ら
二
〇
〇
八
年
に
か
け
て
の
北
朝
鮮
と
米
国
の
交
渉
に
お
け
る
ジ
レ
ン
マ
に
当
て
は
め
る
と
、
次
の
よ

う
な
考
察
が
可
能
で
あ
る
。

表
3
は
、
米
朝
交
渉
に
お
け
る
米
朝
双
方
の
担
当
者
と
国
の
最
高
意
思
決
定
者
の
推
移
を
一
覧
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
表
か
ら
明

ら
か
な
よ
う
に
、
北
朝
鮮
側
は
、
一
貫
し
て
姜
錫
柱
第
一
外
務
次
官
が
担
当
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
米
国
側
は
、
大
統
領
選
挙
の

四
年
お
き
の
サ
イ
ク
ル
に
よ
っ
て
、
担
当
者
が
ほ
ぼ
四
年
お
き
に
交
代
し
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

北
朝
鮮
の
交
渉
担
当
者
お
よ
び
為
政
者
に
と
っ
て
は
、
米
国
の
担
当
者
と
国
の
最
高
意
思
決
定
者
は
、
政
治
サ
イ
ク
ル
か
ら
四
年

お
き
に
交
代
す
る
可
能
性
が
高
い
。
し
た
が
っ
て
、
北
朝
鮮
の
側
か
ら
見
る
と
、
交
渉
相
手
と
の
関
係
の
継
続
は
四
年
間
で
終
わ
っ

て
し
ま
う
可
能
性
が
高
い
こ
と
に
な
る
。

こ
の
こ
と
は
、
今
ま
で
見
て
き
た
将
来
の
期
待
利
得
に
た
い
す
る
重
み

p
が
低
く
な
る
こ
と
を
意
味
し
、
米
国
と
の
協
調
関
係
の

継
続
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
と
な
る
。

し
た
が
っ
て
理
論
上
は
、
北
朝
鮮
が
感
じ
る

p
の
重
み
を
で
き
る
だ
け
重
く
（

0
<

p<
1

で
あ
る
の
で
、
で
き
る
だ
け
1
に
近
く
）
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感
じ
さ
せ
る
こ
と
が
、
北
朝
鮮
と
の
外
交
合
意
を
遵
守
さ
せ
る
上
で
重
要
で
あ
る
、
そ
の
キ
ー
と
な
る
の
が
、
交
渉
担
当
者
を
で
き

る
だ
け
長
く
務
め
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
北
朝
鮮
と
の
交
渉
に
お
い
て
交
渉
を
で
き
る
だ
け
長
く
同
じ
担
当
者
に
継
続

さ
せ
る
こ
と
が
、
北
朝
鮮
に
よ
る

裏
切
り

に
よ
る
合
意
の
破
綻
を
防
ぐ
上
で
重
要
な
要
素
と
な
る
。

ま
た
、
（

3.3
）>

－－

は
、
協
調
を
永
続
さ
せ
る
も
う
一
つ
の
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
内
包
し
て
い
る
。
例
え
右
記
の
よ

う
な
北
朝
鮮
が
感
じ
る

p
の
重
さ
が
低
下
（
す
な
わ
ち
0
に
近
づ
く
）
し
た
と
し
て
も
、（

3.3

）
の
右
辺

－－

が
で
き
る
だ
け
小
さ

け
れ
ば
、
協
調
継
続
の
条
件

>
－－

が
満
た
さ
れ
る
た
め
、
協
調
関
係
が
継
続
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

－－

を
で
き
る
だ
け
小
さ
く
す
る
た
め
に
は
、
分
子
の

－

を
で
き
る
だ
け
小
さ
く
、
分
母
の

－

を
で
き
る
だ
け
大
き

く
し
て
や
れ
ば
よ
い
。
い
ま
、
囚
人
の
ジ
レ
ン
マ
・
ゲ
ー
ム
の
初
期
条
件
は
、
（

1.1

）B
i>

S
i>

T
i>

W
i
i=
1,

2

（

iは
プ
レ

イ
ヤ
ー
番
号
）
か
ら
、－

を
で
き
る
だ
け
小
さ
く
す
る
た
め
に
は
、

S
を
で
き
る
だ
け

B
に
近
い
数
値
に
す
れ
ば
よ
く
、
ま
た
、

T
を
な
る
べ
く
小
さ
な
（
マ
イ
ナ
ス
で
あ
れ
ば
で
き
る
だ
け
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
の
）
数
値
に
す
れ
ば
よ
い
。

図
1
に
あ
る
よ
う
に
、
北
朝
鮮
の

S
の
利
得
を
で
き
る
だ
け

B
に
近
い
数
値
に
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
双
方
が
協
調
し
た
と
き

C

C
の
北
朝
鮮
に
と
っ
て
の
利
得
を
で
き
る
だ
け
大
き
く
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
す
な
わ
ち
北
朝
鮮
が
協
力
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る

対
価
を
十
分
大
き
く
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
外
交
交
渉
や
国
と
国
の
協
調
関
係
の
維
持
発
展
を
図
る
実
際
の
国
際
情
勢
分
析
や
外
交
政
策
研
究
に
お
い
て
も
、

ゲ
ー
ム
論
か
ら
得
ら
れ
る
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
非
常
に
有
益
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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特
に
第
二
章
で
見
た
よ
う
に
、
協

調
関
係
が
出
現
す
る
可
能
性
は
、
回

数
が
決
ま
っ
て
い
な
い
繰
り
返
し
囚

人
の
ジ
レ
ン
マ
・
ゲ
ー
ム
の
場
合
、

付
き
合
う
相
手
と
将
来
再
び
あ
い
ま

み
え
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と

が
、
協
調
が
生
ま
れ
る
可
能
性
を
引

き
出
す
。
将
来
は
不
確
定
な
の
で
、

現
在
の
選
択
よ
り
は
相
対
的
に
重
要

で
な
い
が
、
次
回
得
ら
れ
る
で
あ
ろ

う
得
点
は
割
引
現
在
価
値
と
し
て
重

み

p
（
=
未
来
係
数
）
を
か
け
る
こ

と
に
よ
っ
て
計
算
す
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
。
将
来
の
期
待
利
得
の
重
み

p
が
大
き
け
れ
ば
、
（
す
な
わ
ち
将

来
も
付
き
合
う
可
能
性
が
大
き
け
れ

ば
）
最
善
の
戦
略
は
存
在
せ
ず
、
互

恵
主
義
に
基
づ
く
協
調
関
係
が
安
定

す
る
可
能
性
が
あ
る
。
将
来
の
重
み

表3 米朝交渉の主な担当者

米国 北朝鮮

大統領 国務長官
東アジア・

太平洋担当

国務次官補

外務次官
第一

外務次官
外相 最高実力者

1993

ク
リ
ン
ト
ン

ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー

ロ
ー
ド
＊
1

姜
錫
柱

金
永
南

金
日
成1994

1995

金
正
日

1996

1997 オ
ル
ブ
ラ
イ
ト

ロ
ス

1998

金
桂
寛

白
南
淳

1999

2000

2001

ブ
ッ
シ
ュ
Jr.

パ
ウ
エ
ル

ケ
リ
ー

2002

2003

2004

2005

ラ
イ
ス

ヒ
ル

2006

2007 朴
宜
春2008

＊ 1 実際の米朝交渉は、ガルーチ次官補（政治・軍事担当）
＊実際の就任時期は、年をまたいでいるものもある。
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が
軽
く
な
っ
た
と
き
に
は
、
相
手
と
協
調
す
る
こ
と
は
、
仮
に
相
手
が
お
返
し
に
協
調
し
て
く
れ
る
と
し
て
も
、
も
は
や
得
で
は
な

い
。
し
た
が
っ
て
、
将
来
の
重
み
が
あ
ま
り
大
き
く
な
い
場
合
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
タ
イ
プ
の
協
調
関
係
は
安
定
し
な
い
。
し
た
が
っ

て
、
外
交
交
渉
な
ど
で
は
、
互
恵
主
義
を
効
果
的
な
も
の
に
す
る
た
め
、
合
意
の
段
階
細
分
化
が
有
効
で
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。

4

お
わ
り
に

国
際
政
治
理
論
の
役
割
に
つ
い
て
論
じ
た
石
井
貫
太
郎
は
、
理
論
の
役
割
と
し
て
、
①
現
象
の
記
述
と
説
明
お
よ
び
因
果
関
係
の

考
察
、
②
政
策
提
言
と
政
治
的
動
物
の
育
成
、
が
あ
る
と
指
摘
し
、
理
論
に
は

因
果
関
係
の
把
握
に
よ
っ
て
現
象
の
発
生
を

予

測

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

と
し
て
い
る

）
。

石
井
の
指
摘
す
る
と
お
り
、
実
際
の
政
策
の
現
場
で
は
、
常
に

予
測

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
国
際
情
勢
が
ど
の
よ
う
に
展
開

す
る
の
か
、
こ
の
政
策
を
実
行
し
た
際
の
効
果
は
ど
う
か
、
中
長
期
的
な
趨
勢
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
等
々
。
こ
の
よ
う
な

予

測

の
問
題
は
、
理
論
な
し
で
は
分
析
す
る
こ
と
も
研
究
す
る
こ
と
も
困
難
で
あ
る
。
筆
者
は
、
実
際
に
中
長
期
の
外
交
政
策
研
究

に
携
わ
り
、
二
〇
三
〇
年
ま
で
の
東
ア
ジ
ア
の
国
際
情
勢
の
分
析
を
行
っ
た
が
、
そ
の
作
業
に
お
い
て
は
、
石
井
が
指
摘
し
て
い
る

よ
う
に
、
国
際
政
治
理
論
を
用
い
た
思
考
枠
組
み
が
分
析
に
あ
た
り
不
可
欠
で
あ
っ
た
。

国
際
情
勢
の
行
方
が
我
が
国
の
将
来
に
与
え
る
影
響
が
大
き
く
な
る
中
、
中
長
期
の
戦
略
策
定
の
重
要
性
は
ま
す
ま
す
増
し
て
お

り
、
政
策
策
定
を
行
う
上
で
国
際
政
治
理
論
に
立
脚
し
た
分
析
は
役
割
を
増
し
つ
つ
あ
る
。
今
後
理
論
を
理
解
し
た
上
で
政
策
が
立

案
で
き
る
人
材
の
育
成
が
望
ま
れ
る
。
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（
補
論
）
北
朝
鮮
の
核
開
発
と
地
震
規
模
か
ら
の

核
実
験
規
模
推
計

二
〇
〇
九
年
五
月
二
五
日
、
北
朝
鮮
の
朝
鮮
中
央
通
信
は

地
下
核
実
験
を
成
功
裏
に

実
施
し
た

と
発
表
し
、
地
下
核
実
験
に
成
功
し
た
と
速
報
し
た
。
同
通
信
は
、

爆
発

力
な
ど
に
お
い
て
、
新
し
く
高
い
段
階
で
行
わ
れ
た
。
こ
の
実
験
で
核
兵
器
の
威
力
を
よ

り
高
め
、
核
技
術
を
発
展
さ
せ
る
。

と
報
道
し
、
今
回
の
実
験
が
前
回
よ
り
も
規
模
の

大
き
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
た
。

韓
国
政
府
報
道
官
に
よ
る
と
、
韓
国
は
、
午
前
九
時
五
四
分
、
北
朝
鮮
北
部
咸
鏡
北
道

吉
州
郡
豊
渓
里
付
近
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
四
・
五
の
人
工
起
源
の
地
震
波
を
観
測
し
た
。

我
が
国
気
象
庁
も
同
時
刻
北
朝
鮮
北
部
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
五
・
三
の
地
震

を
観
測
し
て
い
る
。
ま
た
米
地
質
研
究
所
は
、
同
時
刻
北
朝
鮮
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
四
・

七
の
地
震
を
観
測
し
て
い
る
。

米
国
は
、
一
九
六
一
年
か
ら
世
界
規
模
の
地
震
波
標
準
観
測
網
（W

W
S
S
N:

W
orld‐

W
id
e
Sta

n
d
ard

S
eis

m
o
g
ra
p
h
N
et

w
or

k

）
の
整
備
を
進
め
て
お
り
、
こ
の
観

測
網
の
整
備
に
伴
っ
て
、
地
下
核
実
験
の
地
震
波
に
よ
る
検
知
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

一
九
七
〇
年
代
ま
で
に
、
核
爆
発
に
よ
っ
て
生
じ
た
地
震
は
、
実
験
実
施
地
点
の
地
質
構

造
お
よ
び
遠
隔
地
地
震
観
測
施
設
の
設
置
場
所
に
依
存
す
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。

一
九
九
〇
年
に
発
効
し
た
（
一
九
七
四
年
署
名
）
の
米
ソ
地
下
核
実
験
制
限
条
約

表4 北朝鮮の核実験と推定規模

第1回
（06年10月9日）

第2回
（09年5月25日）

観測機関 地震規模 推定爆発力 地震規模 推定爆発力

米国
地質研究所

M4.2 0.8～ 0.9K T M 4.7 3K T

日本
気象庁

M4.9 4.6K T M 5.3 10K T

韓国
地質資源研究院

M3.9 0.5K T M 4.5 1～ 2K T

出典 : 観測データより筆者推計
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T
T
B
T

（

15
0

K
T

以
上
の
地
下
核
実
験
を
禁
止
）
で
は
、
検
証
に
伴
う
地
下
核
実
験
の
規
模
の
測
定
が
焦
点
と
な
り
、
一
九
八
八
年

に
、
米
ソ
は
地
震
波
の
測
定
に
よ
る
地
下
核
実
験
規
模
測
定
の
た
め
の
共
同
実
験
を
行
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
一
連
の
実
験
の
結
果
、

核
爆
発
規
模Y(

kt)

と
地
震
規
模

M
の
関
係
は
、

（
数
式
番
号
）

M=
A＋

B・
lo
g
Y

で
求
め
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
が
検
証
さ
れ
て
い
る
。
右
の
式
で
、

A
お
よ
び

B
は
、
実
験
地
の
地
質
学
的
、
地
球
物
理
学

的
特
性
、
実
験
場
と
遠
隔
地
観
測
地
点
の
距
離
と
地
震
波
の
伝
播
経
路
、
そ
し
て
地
震
計
の
特
性
に
よ
っ
て
定
ま
る
定
数
で
あ
る
。

一
般
的
に
は
、
地
下
核
実
験
に
よ
る
爆
発
規
模Y(

kt)

と
地
震
規
模

M
の
関
係
は
、

120
K
T

以
上
と
以
下
で
は
推
定
式
が
異
な

り
、
今
回
の
よ
う
な
小
規
模
な
核
実
験
で
、
実
験
場
所
が
固
い
岩
盤
の
場
合
、

（
数
式
番
号
）

M=
4.262

＋
0.973

lo
g
Y

に
よ
っ
て
近
似
的
に
求
め
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る

）
。

今
回
の
核
実
験
規
模
お
よ
び
第
一
回
の
核
実
験
を
そ
れ
ぞ
れ
の
観
測
機
関
の
デ
ー
タ
に
よ
っ
て
推
計
す
る
な
ら
ば
、
表
4
の
よ
う

に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ら
の
情
報
を
総
合
す
れ
ば
、
北
朝
鮮
が
行
っ
た
第
二
回
の
核
実
験
は
、
前
回
の
規
模
を
上
回
っ
て
お
り
、

2
K
T～

10
K
T

の
規
模
と
推
定
（
簡
易
推
計
）
さ
れ
る
。
前
回
の
実
験
が1

K
T

以
下
で
失
敗
し
た
と
み
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
二
〇
〇
九
年

の
実
験
は
、
一
定
の
成
功
を
お
さ
め
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

（
1
）

国
際
関
係
の
方
法
論
に
関
す
る
見
方
と
し
て
以
下
を
参
照
。
薬
師
寺
泰
蔵

プ
ロ
グ
ラ
ム
国
際
政
治
学

添
谷
芳
秀
、
赤
木
完
爾
編

冷
戦
後
の
国
際
政
治
‥
実
践
・
政
策
・
理
論

（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
一
九
九
八
年
）。

（
2
）

例
え
ば
、K

e
n
n
eth

N.
W
altz,

,
C
olu

m
bia

U
niv

ersity
P
ress,
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19
59.

（
3
）

こ
の
よ
う
な
見
方
と
し
て
以
下
を
参
照
。A

lliso
n,

G
ra

h
a
m

T.,

,
N
e
w

Y
or

k:
H
arp

er
C
ollin

s,
1
97
1.

（
宮
里
政
玄
訳

決
定
の
本
質

（
中
央
公
論
社
、
一
九
七
七
年
））。

（
4
）H

a
n
s
J.

M
or
g
e
nth

a
u,

,
A
lfre

d
A.

K
n
o
pf,

1
9
8
5

（
モ
ー
ゲ
ン
ソ
ー
著
／
現
代
平
和
研
究
会
訳

国
際
政
治
│
権
力
と
平
和

（
福
村
出
版
、
一
九
九
八
年
））。

（
5
）

こ
の
不
可
到
達
性
の
議
論
は
、
社
会
科
学
の
あ
り
方
に
関
わ
る
哲
学
的
な
問
題
を
多
く
含
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
な
議
論
に
つ
い
て
、

本
稿
で
は
詳
述
し
な
い
が
、
以
下
を
参
照
。
薬
師
寺
泰
蔵

公
共
政
策

（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
九
年
）
特
に
第
一
章
一
〇
│
二

九
頁
、
榊
原
英
資
・
薬
師
寺
泰
蔵

社
会
科
学
に
お
け
る
理
論
と
現
実

（
日
本
経
済
新
聞
社
、
一
九
八
一
年
）
序
章
及
び
第
三
章
、El‑

ster,
Jo

n,
,

C
a
m
brid

g
e
U
niv

ersity
P
ress,

1
98
9

ま
た
、
国
際
関
係
と
の
関
係
に
つ

い
て
は
以
下
を
参
照
。
山
影
進

国
際
関
係
論
‥
そ
の
一
つ
の
あ
り
方

岩
田
一
政
他
編

国
際
関
係
研
究
入
門

（
東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
九
六
年
）
一
│
一
六
頁
、
渡
辺
昭
夫

国
際
政
治
理
論
と
行
為
主
体

山
本
吉
宣
他
編

国
際
関
係
路
論
の
新
展
開

（
東
京
大
学

出
版
会
、
一
九
八
四
年
）
一
│
二
三
頁
。

（
6
）

薬
師
寺
泰
蔵

公
共
政
策

（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
九
年
）
八
一
│
八
二
頁
。

（
7
）G.

A.
A
l
m
o
n
d
a
n
d
S.

J.
G
e
n
co,

Clo
u
ds,

Cloc
k
s,

a
n
d
th

e
Stu

d
y
of

P
olitics",

,
v
ol.2

4,
n
o.4,

19
77,

p
p.4
8
9
‐5
5
2.

（
8
）

カ
ー
ル
・
ポ
ッ
パ
ーK

arl
R.

P
o
p
p
er

は
、
必
要
十
分
な
先
行
条
件
が
与
え
ら
れ
れ
ば
結
果
が
出
る
機
械
論
的
な
決
定
論
を

ア

イ
ア
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
（iro

n
co

ntrol

）

の
世
界
と
呼
び
、
思
想
や
意
思
な
ど
雲
の
よ
う
に
ぼ
ん
や
り
し
た
物
が
行
動
に
影
響
を
与

え
る
こ
と
を

プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
（plastic

co
ntrol

）

の
世
界
と
呼
ん
だ
。K

arl
R.

P
o
p
p
er,

‑

,
O
xford

U
niv

ersity
P
ress,

1
9
72.

（
カ
ー
ル
・
ポ
パ
ー
著
／
森
博
訳

客
観
的
知
識
‥
進
化

論
的
ア
プ
ロ
ー
チ

木
鐸
社
、
一
九
七
四
年
）。

（
9
）N

ig
el

G
ilb

ert
a
n
d
K
la
u
s
G.

T
roitzsc

h,
,

O
p
e
n
U
niv

ersity
P
ress,

1
9
99.

（
ナ

イ
ジ
ェ
ル
・
ギ
ル
バ
ー
ト
／
ク
ラ
ウ
ス
・

G・
ト
ロ
イ
チ
ュ
著
／
井
庭
崇
他
訳

社
会
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
技
法
‥
政
治
／
経
済
／
社

会
を
め
ぐ
る
思
考
技
術
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

日
本
評
論
社
、
二
〇
〇
三
年
）。
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（
10
）

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
に
は
、
以
下
の
三
タ
イ
プ
が
存
在
す
る
。
Ⅰ
［
数
量
型
政
策
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
］
一
九
七
二
年
に
ロ

ー
マ
・
ク
ラ
ブ
の

成
長
の
限
界

に
用
い
ら
れ
た
シ
ス
テ
ム
・
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
、
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー
な
ど
を
分
析
す
る
待
ち
行
列
モ
デ

ル
や
離
散
事
象
モ
デ
ル
が
代
表
的
。
時
間
経
過
に
伴
う
変
数
の
変
化
を
差
分
方
程
式
に
よ
る
モ
デ
ル
を
作
成
し
て
分
析
す
る
。
Ⅱ
［
記
述

型
政
策
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
］
文
章
に
よ
る
政
策
分
析
を
行
う
認
知
構
造
図
が
代
表
的
。
グ
ラ
フ
理
論
を
用
い
て
合
理
的
政
策
決
定
の
論

理
構
造
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
ト
す
る
。
Ⅲ
［
人
工
社
会
／
マ
ル
チ
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
モ
デ
ル
］
一
九
九
〇
年
代
に
入
っ
て
発
達
し
た
マ
ル
チ
エ
ー

ジ
ェ
ン
ト
モ
デ
ル
が
代
表
的
。
単
純
な
ル
ー
ル
に
基
づ
く
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
行
動
が
、
シ
ス
テ
ム
全
体
と
し
て
は
非
常
に
複
雑
な
振
る
舞

い
を
発
生
さ
せ
る
こ
と
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
ト
す
る
。
こ
れ
ら
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
は
、
非
線
形
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
考
察
を
促
し
、

複
雑
系
理
論
を
発
達
さ
せ
た
。

（
11
）

例
え
ば
以
下
を
参
照
。Jos

h
u
a

M.
E
pstein

a
n
d
R
o
b
ert

A
xtell,

,
C
a
m
brid

g
e,

M
A:

M
I
T
P
ress,

19
96

（
エ
プ
シ
ュ
タ
イ
ン
他
著
／
服
部
正
太
他
訳

人
工
社
会
‥
複
雑
系
と
マ

ル
チ
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

構
造
計
画
研
究
所
、
一
九
九
九
年
）。

（
12
）

例
え
ば
そ
の
よ
う
な
一
例
と
し
て
、R
o
b
ert

A
x
elro

d,
‑

,
P
rin

ceto
n
U
niv

ersity
P
ress,

1
99
7.

（
ア
ク
セ
ル
ロ
ッ
ド
著
／
寺
野
隆
雄
監
訳

対
立
と
協
調
の

科
学
‥
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
・
ベ
ー
ス
・
モ
デ
ル
に
よ
る
複
雑
系
の
解
明

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
、
二
〇
〇
三
年
）
参
照
。

（
13
）

W
illia

m
P
o
u
n
dsto

n
e,

,
D
o
u
ble

d
a
y,
1
99
3.

（
松
浦
俊
輔
他
訳

囚
人
の
ジ
レ
ン
マ
‥
フ
ォ
ン
・
ノ
イ

マ
ン
と
ゲ
ー
ム
の
理
論

（
青
土
社
、
一
九
九
五
年
））
邦
訳
一
三
九
│
一
七
一
頁
参
照
。

（
14
）

そ
の
よ
う
な
ゲ
ー
ム
論
を
用
い
た
社
会
問
題
分
析
の
礎
を
築
い
た
文
献
と
し
て
、Y

h
o
m
as

C.
S
c
h
ellin

g,

,
H
arv

ard
U
niv

ersity
P
ress,

1
96
0.

（
15
）

ネ
オ
ネ
オ
論
争
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、D

a
vid

A.
B
ald

w
in,

e
d.,

,
C
olu

m
bia

U
niv

ersity.
P
ress,

1
9
93.

を
参
照
。

（
16
）

鈴
木
光
男

新
ゲ
ー
ム
理
論

（
勁
草
書
房
、
一
九
九
四
年
）
五
│
六
頁
。

（
17
）

ミ
ニ
マ
ッ
ク
ス
定
理
に
つ
い
て
は
、Ja

m
es

D.
M
orro

w,
,

P
rin

ceto
n
U
niv

ersity

P
ress,

1
99
4.

八
九
│
九
一
頁
参
照
。
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（
18
）

ナ
ッ
シ
ュ
均
衡
に
つ
い
て
は
、M

orro
w,

ibid,
p
p.89

‐9
4

お
よ
び
鈴
木
前
掲
二
七
│
三
一
頁
を
参
照
。

（
19
）

パ
レ
ー
ト
効
率
性
は
か
つ
て
は

パ
レ
ー
ト
最
適

と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
社
会
の
資
源
配
分
の

効
率
性

を
示
す
状
態
に

最

適

と
い
う
価
値
を
含
む
表
現
を
使
う
こ
と
が
好
ま
し
く
な
い
と
し
て
、
近
年

パ
レ
ー
ト
効
率
性

と
い
う
言
葉
に
表
現
が
統
一
さ
れ

て
い
る
。

（
20
）

パ
レ
ー
ト
効
率
性
の
定
義
は
、
西
村
和
雄

ミ
ク
ロ
経
済
学
入
門

（
岩
波
書
店
、
一
九
八
六
年
）
三
一
四
頁
に
よ
る
。

（
21
）

例
え
ば
、Sh

a
u
n
P.

H
ar
g
re
a
v
es

H
e
a
p
a
n
d

Y
a
nis

V
aro

ufa
kis,

,
R
o
ut‑

le
d
g
e,
19
9
5.

（
荻
沼
隆
訳

ゲ
ー
ム
理
論

（
多
賀
出
版
、
一
九
九
八
年
））
邦
訳
二
四
一
│
二
五
六
頁
参
照
。

（
22
）R.

D
u
n
ca

n
L
u
ce

a
n
d
H
o
w
ard

R
aiffa,

,
D
o
v
er

P
u
blicatio

n
s:

R
e
print

e
ditio

n,
19
89.

（
23
）

こ
こ
で
言
う

無
限

と
は
数
学
的
な
無
限
を
意
味
せ
ず
、
人
間
の
認
知
に
お
け
る

無
限

を
意
味
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

五
〇
回
と
か
一
〇
〇
回
と
か
、
人
間
の
感
覚
か
ら
し
て
か
な
り
大
き
な
回
数
の
も
の
は
、

無
限

と
し
て
認
知
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

（
24
）H

e
a
p
a
n
d
V
aro

ufa
kis

、
前
掲
邦
訳
二
四
六
頁
お
よ
びM

orro
w,

o
p.

cit.,
p
p.26

2
‐2
6
8

参
照
。

（
25
）

M
arin

S
h
u
bik,

G
a
m
e
T
h
e
or
y,

B
e
h
a
vior

a
n
d
th

e
P
ara

d
o
x
of

th
e
P
riso

n
ers'

D
ile

m
m
a─

T
h
ree

S
olutio

n
s",

,
N
o.2
74,

C
o
w
les

F
o
u
n
d
atio

n
for

R
ese

arc
h
in

E
co

n
o
m
ics

at
Y
ale

U
niv

ersity,
M
a
y19

69,
p
p.1
1
‐
12

（
26
）

古
城
佳
子

新
自
由
主
義
制
度
論

猪
口
孝
他
編

国
際
政
治
事
典

（
弘
文
堂
、
一
九
九
五
年
）
四
八
一
頁
お
よ
び
大
澤
淳

リ

ア
リ
ズ
ム

猪
口
孝
他
編

国
際
政
治
事
典

（
弘
文
堂
、
一
九
九
五
年
）
一
〇
二
四
頁
参
照
。

（
27
）

例
え
ば
、R
o
b
ert

O.
K
e
o
h
a
n
e
e
d.,

,
C
olu

m
bia

U
niv

ersity
P
ress,

19
8
6.

K
e
n
n
eth

A.
O
y
e,

,
P
rin

ceto
n
U
niv

ersity,
1
9
86.

参
照
。

（
28
）A
rth

u
r
A.

Stein,
,

C
or
n
ell

U
ni‑

v
ersity

P
ress,

19
90.

特
にp

p.2
5‐
5
4.

参
照
。

（
29
）Stein,

ibid.,
p
p.87

‐
11
2.

特
にp.1

1
1

参
照
。

（
30
）R

o
b
ert

A
x
elro

d,
,

B
asic

B
o
o
k
s,
1
9
8
4.

（
松
田
裕
之
訳

つ
き
あ
い
方
の
科
学

（
ミ
ネ
ル

ヴ
ァ
書
房
、
一
九
九
八
年
））。
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（
31
）Jose

p
h

M.
G
rieco,

,
C
or
n
ell

U
niv

ersity
P
ress,

1
9
9
0.

お
よ
び
、Jose

p
h

M.
G
rieco,

A
n
arc

h
y
a
n
d
th

e
Li

m
its

of
C
o
o
p
eratio

n:
A

R
e
alist

C
ri‑

tiq
u
e
of

th
e
N
e
w
est

Lib
eral

In
stitutio

n
alis

m",
V
ol.4

2
(

O
ct19

8
5),

p
p.22

6‐
2
54.

参
照
。

（
32
）

そ
の
ジ
レ
ン
マ
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
、
薬
師
寺
泰
蔵

公
共
政
策
と
国
際
政
治

猪
口
孝
他
編

国
際
政
治
事
典

（
弘
文
堂
、

二
〇
〇
五
年
）
三
〇
六
頁
参
照
。

（
33
）

外
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
国
際
情
報
統
括
官
組
織
）、http://

w
w
w.

m
ofa.

g
o.
jp/

m
ofaj/

a
n
n
ai/

h
o
n
s
h
o/
sosiki/

k
o
k
u

j.
ht

m
l

参
照
。

（
34
）

な
ら
ず
者
国
家
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
。
大
澤
淳

な
ら
ず
者
国
家

猪
口
孝
他
編

国
際
政
治
事
典

（
弘
文
堂
、

二
〇
〇
五
年
）
七
二
四
頁
お
よ
びR

o
b
ert

S.
Lit

w
a
k,

,
W
o
o
dro

w
W
ilso

n
C
e
nter

P
ress,

20
0
0.

（
35
）

第
一
次
核
危
機

に
関
し
て
は
、
以
下
を
参
照
。D

o
n
O
b
erd

orfer,
,

B
asic

B
o
o
k
s,
1
9
97.

（
菱
木
一
美

訳

二
つ
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